
公益社団法人 日本技術士会 青年技術士支援委員会（村上玲委員長）は、10月21日（土）に機械振興会館（東京都港

区芝公園3丁目5-8）において、一般社団法人ifLinkオープンコミュニティ(https://iflink.jp/)との共同開催で「価値創出
についての設計プロセス」という講演と、「ifLinkオオギリ」を使用したアイデア創出のグループワークを中心としたイベン
ト「0→1発想アイデアソンWorkShop」を開催し、20名を超える技術者が集まり大盛況で終了しました。

【イベント開催報告】

青年技術士支援委員会

「0→1発想アイデアソンWorkShop」
ハイブリッド開催にて大盛況で終了！
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公益社団法人 日本技術士会 青年技術士支援委員会とは？

公益社団法人日本技術士会は技術士制度の普及・啓発に取り組んでいる唯一の全国組織です。

当会は、日本技術士会内に設けられた委員会組織で、45歳以下の技術士、技術士補、修習技術者

から構成され、若手技術士に向けた研鑚事業の企画・実施・支援をしています。

【本イベントに関するお問い合わせ】

公益社団法人日本技術士会青年技術士支援委員会委員長村上玲

委員会広報グループ：原田佳代子 E-mail :  pr＠peyec.jp ※取材の際は左記までお問い合わせください。
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青年技術士支援委員会

本イベントは講演とワークショップの二つのセクションで実施しました。

講演セクションでは、黒田 聡 株式会社情報システムエンジニアリング代表取締役社長（大阪大学大学院工学研究科

ビジネスエンジニアリング専攻 招へい准教授）による「価値創出についての設計プロセス」と題した、既存事業（製品）の

改善と新規事業の構築の違い、価値創出を意図する事業企画の考え方、成長市場と停滞市場の予測、そして共創環境

に身を置く意義とその重要性について深く掘り下げた講演を行いました。

ワークショップセクションでは、ifLinkオープンコミュニティ提供の「ifLinkオオギリ」を活用し、参加者が新しい視点や考え

方を体験するアイデア発想のセッションを行いました。このセッションでは、まず「場面」、「人物」、「解決したいこと」を設定。

その後、「こまりごと／うれしいこと」を基に、「IF」と「THEN」の視点からアイデアを強制的に創出する活動を行いました。

参加者たちは和気あいあいとした雰囲気の中で活発にアイデアを付箋紙に書き、模造紙に貼り付けていきました。

参加者からは、「講演の内容が非常に深く、新しい視点を得られた」「異なった分野の技術者とアイデアを出し合うことで、

様々な発見があった」「グループワークの強制的アイデア発想は役立ちそう」といった感想を受けました。これらの感想を

踏まえ、次回のイベントではさらに実践的な内容や参加者との交流の機会を増やしていく予定です。

講演の様子 グループワークの様子 集合写真


